









書き原稿での入稿です といっても日本語・日本文学の分野では、さほど驚くようなことではないように思います。もちろん世の中一般からすると、化石でも発見したかのように貴重がられることでしょうが、筆者の知り合いの研究者にも手書きで原稿を書かれる方は何人 いらっしゃいます。ある方は、 「やっぱり四百字詰めの原稿用紙を前にしないと書けないんだよね」とおっしゃっていました。長年の習慣が、発想にも影響を与えるようです。　
かくいう筆者は、入学したての頃のレポートは原稿用紙に手書
き、卒論はワープロという 手書きからワープロへの過渡期を大学で過ごした世代です。会議では「ワープロ 書かれた論文を、卒論として認めるかどうか」と う、今では考えられ ことが議題に上がったと耳にしま た。 「手で一文字一文字原稿用紙を埋める作業を含めて卒論である（ゆえにワープロ卒論は認めない） 」という意見もあったとか。　
その後はワープロがパソコンにかわりはしたものの、私自身は























































残す大学も、 少なくなりました。 けれども、 本学科は敢えてこの 「旧態」にこだわり続けています。こだわりつつ、しかし新しいものも受け入れていく必要があって、そこに教員一同四苦八苦しています。　「旧態」 に誇りを持ちつつ、 時代に応じた柔軟性をも兼ね備える。理想通りにはなかなか きませんが、本学科、学会もそのよう場であり続けたいと願っています。
（山本）
